５．「１０．２３通達」は学校をどう変えたか
　入学式や卒業式は、生徒にとっても教職員にとっても、最も晴れやかな喜びに満ちた学校行事でした。ところが、10.23通達が出てから、状況は一変しました。校長は職務命令書を教職員一人一人に手渡し、式当日は、起立しているかどうか副校長が見て回ります。通達が出て間もない時期には、複数の都教委職員が派遣され、教職員の様子を監視していました。生徒を祝福することよりも、教職員が起立斉唱し、ピアノ伴奏することの方が重要になってしまったのです。

殊に、養護学校（現在は特別支援学校）の卒業式の激変ぶりは驚くばかりです。自力で卒業証書を受け取って生徒も保護者も喜びを共にすることが出来るように、多くの養護学校では壇上を使わないフロア形式の式を工夫していました。常に教職員の介助がなければ、生命の危険にさらされる生徒もいます。ところが、都教委は養護学校でも壇上での証書授与に固執し、国歌斉唱時には、教職員は介助を犠牲にしてでも起立することが求められました。「生徒よりも国旗国歌への敬意が大事」という都教委の本音が露骨に表れています。

　学校の変化は、入学式・卒業式だけでなく、教育活動全てに及んでいます。都教委は都立学校の教育活動全般に介入し、学校現場の実態や要望に合わない施策を次々押し付けてきます。現在の都教委と学校の関係は、大企業と下請け、更に言えば、宗主国と植民地の関係のようです。生徒一人一人の成長を支援する本来の教育に専念することができず、都教委が求める従順な生徒作りに加担させられるのではないかと、多くの教職員が不安と悩みを抱えています。
　一次訴訟・二次訴訟の最高裁判決には、都教委による命令と処分の繰り返しが、教育に悪影響を与えることを心配する補足意見が付いています。その心配は既に現実のものになっています。（一次訴訟判決には、私たちの訴えを認める宮川裁判官の「反対意見」も付いています。是非、お読みください。）
